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国勢調査国勢調査20252025がが始まります始まります
　国勢調査は、統計法に基づいて５年に１度行われる重要な統計調査です。日本に住むすべての
人に対して一斉に行われ、回答の義務があります。人口や世帯数を始め、男女別・年齢別・産業
別の人口構造や、世帯の構成・居住状況などを明らかにする目的があり、この調査で得た情報は、
少子高齢化対策、防災計画の策定、衆議院議員の選挙区の改定など、皆さんの生活にも大きく関
係する施策に活かされます。

●調査対象
　住民登録や国籍の有無に関係なく、令和７年10月１日時点で村に３か月以上住んでいる人ま
たは３か月以上住み続ける予定の人が対象です。該当しない場合は、自身が拠点を置く自治体
で調査を受けてください。

●調査員の訪問
　９月中旬から総務省の任命を受けた国勢調査員が各戸を訪問し、調査についての説明や調査
書類の配布を行います。国勢調査員は皆さんの地区に住む住民が任命されており、その身分を
示す「国勢調査員証」を身に着けています。

●個人情報の保護
　調査員をはじめとする国勢調査に従事する全ての者は、統計法をはじめとする諸法令によっ
て厳重な守秘義務が課せられています。回答内容は、統計結果の作成以外に用いられることは
ありません。

オンライン回答
　自身のスマートフォン、パソコン、タブレット等か　自身のスマートフォン、パソコン、タブレット等か
ら24時間いつでも回答ができます。後述の「紙の調査ら24時間いつでも回答ができます。後述の「紙の調査
票での回答」の場合、記入誤りがあると後日調査員か票での回答」の場合、記入誤りがあると後日調査員か
ら内容の確認を求められる場合がありますが、オンラら内容の確認を求められる場合がありますが、オンラ
イン回答の場合は、入力内容に誤りがある場合は画面イン回答の場合は、入力内容に誤りがある場合は画面
上で指摘されるため、記入誤りが起こりにくく効率的上で指摘されるため、記入誤りが起こりにくく効率的
な回答が可能です。詳しくな回答が可能です。詳しく
は、調査票とともに配布すは、調査票とともに配布す
る「インターネット回答のる「インターネット回答の
しかた」を参照してくださしかた」を参照してくださ
い。い。
　インターネットを使える　インターネットを使える
人は積極的にオンライン回人は積極的にオンライン回
答を活用してください。答を活用してください。

紙の調査票での回答
　配布される調査票に直接記　配布される調査票に直接記
入します。調査票とともに配入します。調査票とともに配
布する封筒を使用して、郵送布する封筒を使用して、郵送
で提出してください。郵送がで提出してください。郵送が
難しい人は、調査員による回難しい人は、調査員による回
収を求めることができます。収を求めることができます。

●回答方法
　10月１日時点での状況を、次のいずれかの方法で回答してください。

nlineOnlin aperPapperPape

2



かたり調査にご注意ください
　国勢調査をよそおった詐欺や不審な調査にご注意ください。国勢調査
では、金銭を要求したり、銀行口座の暗証番号やクレジットカードの番
号を聴取したりすることはありません。
　国勢調査をよそおった不審な訪問があったり、不審なメールを受信し
たりした場合は役場までお知らせください。

▲

問い合わせ先　総務課 危機管理係　℡＊＊５５‐３０８０

調査スケジュール図説

1010
月
上
旬

月
上
旬

1010
月
中
旬

月
中
旬

1010
月
下
旬

月
下
旬

調
査
終
了

調
査
終
了

９
月
中
旬

９
月
中
旬

９
月
下
旬
〜

９
月
下
旬
〜  

  

1010
月
上
旬

月
上
旬

調査員が世帯を訪問して説明と書類の配布を行います。

国や県で集計され、皆さんの生活に関係する様々な施策に
役立てられます。

オンラインまたは
紙の調査票で回答
します。

調査員が世帯を訪問して
調査票を回収します。

記入内容に不備がある場合、未提出の場合は再度
調査員が世帯を訪問します。

役場が最終確認を行い、必要に応じて世帯に電話で確認を行い
ます。

紙の調査票で回答 オンライン回答

（調査員による回収の場合）（調査員による回収の場合）

（郵送提出の場合）（郵送提出の場合）
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７
月
12
日
、
13
日
に
第
64
回
長
野
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
夏
季
大
会
水
泳

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
桑
中
学
校

２
年
の
番
澤
勇
仁
さ
ん
が
１
０
０
メ
ー

ト
ル
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
平
泳
ぎ
で

１
位
と
な
り
、
北
信
越
中
学
校
総
合
競

技
大
会
へ
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
、
大
桑
村
役
場
を
表
敬
訪

問
し
、
出
場
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

「
北
信
越
大
会
は
全
国
大
会
な
ど
に
出

て
い
る
選
手
が
多
く
出
場
し
て
い
る
の

で
油
断
し
て
い
ら
れ
な
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

村
長
は
「
北
信
越
な
ど
上
の
大
会
に

出
ら
れ
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
無
い

こ
と
。
本
当
に
嬉
し
く
思
う
。
練
習
の

成
果
を
多
分
に
発
揮
し
平
常
心
で
頑

張
っ
て
く

だ
さ
い
」

と
激
励
の

言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
大
桑
村
商
工
会
工
業
部

の
37
名
が
参
加
し
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
ハ
イ
カ
ー
が
よ
く
利
用
す
る

林
道
野
尻
与
川
線
、
林
道
恋
路
峠
線
沿

い
の
遊
歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
も
和
村
中
尾
平
工

業
団
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
10
日

に
は
、
阿
寺

渓
谷
管
理
運

営
協
議
会
が

森
林
管
理
署
、

協
力
事
業
者

な
ど
約
50
名

の
参
加
者
と

阿
寺
渓
谷
内

の
景
観
整
備

を
行
い
ま
し

た
。

　

景
観
整
備

に
参
加
し
た

皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
大
桑
村
建
設
事
業
協
力

会
（
半
坂
純
孝
会
長 

㈱
半
坂
土
木
）

か
ら
村
の
防
災
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
17
日
に
は
阿
寺
ブ
ル
ー

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

「T
U
BU
N
O
N
E

（
ツ
ブ
ノ
ネ
）
」

の
売
り
上
げ
の
一
部
か
ら
、
阿
寺
渓
谷

の
保
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
㈱
木
曽

駒
ミ
ク
ロ
（
佐
々
木
正
樹
社
長
）
と
㈱

阿
寺
ブ
ル
ー
（
河
合
毅
代
表
）
か
ら

５
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
１
月
号
の
広
報
で
、
年
男
・
年

女
に
な
る
人
の
新
年
の
抱
負
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
年
の
抱
負
に
つ
い
て
、
寄
稿

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象

　

令
和
８
年
に
年
男
・
年
女
を
迎
え
る
、

干
支
が
午
年
の
成
人
（
昭
和
５
・
17
・

29
・
41
・
53
年
、
平
成
２
・
14
年
生
ま

れ
の
人
）

募
集
期
間

　

令
和
７
年
10
月
20
日
ま
で

応
募
方
法

　

担
当
課
ま
で
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　

掲
載
人
数
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
応

募
者
が
掲
載
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
の
う
え
、
寄
稿
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

決
定
し
た
寄
稿
者
に
は
別
途
、
依
頼

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

北
信
越
中
学
校
総
合

北
信
越
中
学
校
総
合

競
技
大
会
出
場

競
技
大
会
出
場

村
内
の
景
観
整
備
が

村
内
の
景
観
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た

寄
附
を

寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た

い
た
だ
き
ま
し
た

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

寄
稿
者
募
集

寄
稿
者
募
集

▲激励を受ける番澤くん

▲阿寺渓谷内の景観整備の様子 ▲遊歩道の景観整備の様子

▼
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

総
務
課 

企
画
財
政
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

kikaku@
vill.okuw

a.lg.jp
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出店者募集出店者募集
出店を希望する人は、次の手続きで出店者登録を
お願いします。 
今年も皆さんの出店をお待ちしています。令和６年
度は五平餅、焼きそば、おもちゃ、手作り小物など
を販売する全59店舗の出店がありました。
対象    誰でも参加できます。  ※内容の審査があります。
区画    １区画は 3.6ｍ×2.7ｍです。 

希望に応じて複数区画用意できます。
料金    村内の参加者は2,000 円、村外からの参加

者は7,000 円です。 
電気使用料が別途1,000円必要となります。

申込    申込書を提出してください。申込書は村ホー
ムページからダウンロードできます。

期限   ９月１日㈪まで
備考    飲食出店には露店営業許可が必要です。 

詳しくは問い合わせてください。

打上花火について打上花火について
今年度もスポーツ公園で打上花火を
予定しています。 
皆さんの思いを夜空に描きませんか。
金額    ３号玉   6,500 円 

４号玉  11,000 円 
５号玉  15,500 円 
スターマイン  12 万円～

特典    花火のプログラムにメッセー
ジなどを掲載します。

申込    申込書を提出してください。
申込書は村ホームページから
ダウンロードできます。

期限   ９月１日㈪まで
▼  問い合わせ先 

大桑村観光協会事務局 
℡＊＊55-４５６６

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲

第40回第40回 森の里の秋まつり 森の里の秋まつりを開催開催しますします

1010月月2525日日 土  10 10時～時～（予定）（予定）    大桑村スポーツ公園大桑村スポーツ公園
ステージ発表 飲食・物産販売 キッチンカー 打上花火 などを予定などを予定

毎年住民や多くの人の協力により開催してきた森の里の秋まつりは、今年で40回を迎えます。毎年住民や多くの人の協力により開催してきた森の里の秋まつりは、今年で40回を迎えます。

『
き
そ
バ
ス
』の
運
行
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

公
共
バ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
運

転
手
等
の
担
い
手
不
足
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
木
曽
地
域
の
公
共

交
通
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
６
町
村
と

関
係
者
が
連
携
し
バ
ス
路
線
の
再
編

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
町
村
が
個
別
に
運
行
し
て

い
る
公
共
バ
ス
の
路
線
が
重
複
し
て
い

る
箇
所
を
ま
と
め
、
町
村
間
を
ま
た
ぐ

広
域
幹
線
バ
ス
の
運
行
を
始
め
ま
す
。

　

こ
の
広
域
幹
線
バ
ス
に
各
町
村
の
枝

線
バ
ス
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
地
域
内

の
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

　

運
賃
は
初
乗
２
０
０
円
、
現
行
と
ほ

ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼  問い合わせ先 
 木曽地域公共交通活性化協議会　℡0264-25-6030 
住民課生活環境係　　　　　　　℡＊＊55-3080

▲  木曽広域連合HP
「きそバス」

新しいバスで運行はどうなるの？
● 全ての広域幹線で土休日便（土日祝）を運行します。
●  町村内を走る枝線（巡回バスなど）と広域幹線の乗り継ぎを重視
したダイヤ編成でスムーズな接続を図ります。

●  運賃は、わかりやすく、利用しやすい体系、割引制度やキャッシュレス
も導入予定です。

●  通院・通学・買物、観光の移動手段としてバスの選択肢が広がります。

●北部幹線
●●開田幹線開田幹線

●●西部幹線西部幹線

●●南部幹線南部幹線

木祖

木曽駒高原

木曽福島

開田高原

王滝・三岳

上松

大桑

南木曽南木曽

４４つの広域幹線バスつの広域幹線バス
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６
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
の
８
日

間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
か
ら
、
訪
問
団

７
人
が
来
村
し
ま
し
た
。

　
村
と
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
は
平
成

９
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
以
来

28
年
間
、
相
互
に
訪
問
し
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
高
校
生
の
キ
ン
ダ
ル
・
ベ

ネ
ッ
ト
さ
ん
と
チ
ェ
イ
ス
・
ボ
ア
マ

ン
さ
ん
、
タ
ッ
カ
ー
・
ホ
イ
ト
さ
ん

と
、
随
行
者
と
し
て
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ

ル
市
の
教
会
で
司
祭
を
勤
め
る
ネ
ー

サ
ン
・
ウ
ー
レ
リ
ー
さ
ん
、
シ
ェ
ル

ビ
ー
ビ
ル
市
の
代
表
的
な
建
築
物
で

あ
る
裁
判
所
で
弁
護
士
と
し
て
勤
め

る
ル
ー
ス
・
ウ
ー
レ
リ
ー
さ
ん
夫
妻
、

教
師
の
コ
ー
デ
ィ
・
ド
ロ
ー
ン
さ
ん
、

レ
ベ
ッ
カ
・
ド
ロ
ー
ン
さ
ん
夫
妻
の

７
人
が
来
村
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
は
キ
ン
ダ
ル
さ
ん
が
大
野

さ
ん
宅
（
大
野
）
に
、
チ
ェ
イ
ス

さ
ん
が
杉
村
さ
ん
宅
（
須
原
上
町
）、

タ
ッ
カ
ー
さ
ん
が
暮
沼
さ
ん
宅
（
下

条
）
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
に
は
、
村
内
の
小
中
学
校
、

木
曽
青
峰
高
校
へ
通
学
し
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
日
本
の
高
校
生
活
の
体
験
も
し
ま
し

た
。

　

随
行
者
一
行
は
、
役
場
、
保
育
園
、

小
中
学
校
、
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
タ
ー
ボ
な
ど
の

村
内
施
設
を
視
察
し
た
ほ
か
、
歴
史
民

俗
資
料
館
、
開
田
高
原
、
御
嶽
山
、
妻

籠
宿
、
松
本
城
な
ど
、
木
曽
・
大
桑
や

そ
の
周
辺
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
自
然

に
触
れ
ま
し
た
。

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
訪
問
団
来
村

6　広報 おおくわ ８ 月号　



ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
次
の
よ
う
な

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
・
感
想（
抜
粋
） �

●�

自
分
の
英
語
が
通
じ
、
簡
単
な

英
語
で
会
話
が
で
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。

●�

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
英
語
の
発

音
の
違
い
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ

た
。

●�

英
語
力
を
高
め
た
い
と
思
っ
た

こ
と
や
、
挑
戦
す
る
勇
気
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

●�

出
か
け
た
先
で
同
じ
も
の
に
触

れ
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
違
い
に
つ
い
て
会
話
が
弾
み

ま
し
た
。

●�

す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で

き
、
家
族
の
よ
う
に
過
ご
す
な

か
で
文
化
の
違
い
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●�

フ
リ
ー
な
日
が
１
日
だ
け
で
少

し
淋
し
い
よ
う
な
物
足
り
な
い

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

●�

日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
え
ま
し

た
。
交
流
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

の
子
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
気

が
し
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

●�

夏
祭
り
で
日
本
の
文
化
を
体
験

し
て
も
ら
う
の
も
良
い
と
思
い

ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

　

大
桑
村
の
国
際
交
流
事
業
は
村
民
、

特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
豊
か
な
経
験
の

提
供
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
際
交
流
事
業
は
令
和
８
年

度
に
渡
米
、
令
和
９
年
度
に
来
日
と
な

り
、
令
和
９
年
度
は
姉
妹
都
市
協
定
締

結
後
30
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。

　
小
学
校
同
士
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
交

換
な
ど
の
民
間
交
流
も
始
ま
り
、
今
後

の
拡
大
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
国
際
交
流

に
関
す
る
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

総
務
課
企
画
財
政
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

写
真
の
一
部
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課 

企
画
財
政
係

　
℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

お
忙
し
い
中
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第９回

column
column

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

村
長戦

後
戦
後
8080
年年    

平
和
な
世
界
を
祈
念
し
て

平
和
な
世
界
を
祈
念
し
て

　

多
く
の
若
者
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

た
先
の
大
戦
か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

村
で
は
２
０
１
５
年
、
戦
後
70
年
の

節
目
に
あ
た
り
、
戦
争
体
験
を
語
る

座
談
会
や
写
真
展
な
ど
の
事
業
を
行

い
「
戦
後
70
年
事
業 

あ
の
こ
ろ
の

記
憶
」
と
題
し
て
冊
子
に
ま
と
め
ま

し
た
。

　

私
が
強
く
記
憶
し
て
い
る
こ
と
は
、

戦
争
中
陸
軍
に
所
属
し
満
州
に
赴
い

て
い
た
95
歳
の
方
が
座
談
会
で
「
戦

争
は
絶
対
に
駄
目
だ
」
と
穏
や
か
な

語
り
口
の
中
に
も
厳
し
く
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。

　

年
々
、
戦
争
の
語
り
部
が
減
少
す

る
な
か
、
座
談
会
や
寄
稿
し
て
い
た

だ
い
た
文
書
に
よ
り
、
戦
地
と
国
内

の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
今
と
な
っ

て
は
貴
重
な
冊
子
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
教
育
委
員
会
で
は
上
田
市

の
戦
没
画
学
生
慰
霊
美
術
館
無
言
館

の
見
学
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の

無
言
館
に
は
須
原
出
身
の
清
水
正
道

さ
ん
（
１
９
４
４
年
27
歳
戦
死
）
の

絵
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
清
水
さ

ん
は
召
集
令
状
が
来
た
こ
と
を
家
族

に
も
知
ら
せ
ず
家
を
出
た
と
の
こ
と

で
す
。
郷
土
で
生
ま
れ
育
っ
た
才
能

豊
か
な
画
家
を
戦
争
に
よ
っ
て
失
っ

た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
無
言
館
の
見
学
や
「
戦
後

70
年
事
業 

あ
の
こ
ろ
の
記
憶
」
の

冊
子
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
長
室
に 

 
来
て
み
ま
せ
ん
か

　

村
長
室
で
気
楽
に
話
を
す
る
場

「
村
長
と
話
そ
う
！
」
９
月
の
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
18
回　

９
月
１
日
㈪

▼
第
19
回　

９
月
16
日
㈫

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
８
月
26

日
㈫
ま
で
に
役
場
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
話
す
内
容
は
要
望
、
雑

談
な
ど
自
由
で
す
。 

　

気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

総
務
係 

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

支
払
通
知
書
が

デ
ー
タ
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

現
在
村
で
は
、
村
か
ら
支
払
い
を

受
け
る
人
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
、

事
前
に
は
が
き
の
支
払
通
知
書
を
送

付
し
、
支
払
日
や
金
額
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
払
通
知
書
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
12
月
10
日
の
支
払
い
分
か
ら
、

メ
ー
ル
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん

事
業
者
の
皆
さ
ん

　

令
和
７
年
12
月
10
日
の
支
払
い
分

か
ら
、
原
則
と
し
て
は
が
き
の
支
払

通
知
書
を
廃
止
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
支
払
通
知
書
の
受
け
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
、
送
付
先

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
で
支
払
通
知
書
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

支
払
通
知
書
の
受
け
取
り
は
希
望

す
る
も
の
の
、
メ
ー
ル
を
受
信
す
る

環
境
が
な
い
場
合
は
、
担
当
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
皆
さ
ん

個
人
の
皆
さ
ん

　

希
望
す
る
人
は
、
支
払
通
知
書
の

受
け
取
り
方
法
を
、
は
が
き
か
ら
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
切
り
替
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
左
記
手
続
き
に
よ
っ
て

送
付
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
は
が
き
と
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の
両
方
を
受
け
取
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
し
た
時
点
で
、
支
払
通
知

書
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の
送
付
の
み
に

切
り
替
わ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
計
室 

会
計
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
方
法

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
、「
支
払
通
知
書

を
受
領
す
る
た
め
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
登
録
」
の

手
続
き
か
ら

メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

留
意
事
項

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
か
ら

５
日
以
内
（
土
日
祝
日
を
含
ま
な

い
）
の
支
払
い
に
関
し
て
は
、
登

録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
通
知

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 ▲登録手続き
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注
意
注
意
!!!!  

　

夏

　

夏
のの
食
中
毒

食
中
毒

　

細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中
毒
は
６
月

か
ら
８
月
の
夏
場
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
細
菌
が
最
も
活
発
に
増
殖
す

る
温
度
と
、
こ
の
時
期
の
多
湿
と
が
重

な
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時

期
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

主
な
食
中
毒

　

主
な
食
中
毒
菌
と
し
て
、
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
等
）
、
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
、
セ

レ
ウ
ス
菌
、
ブ
ド
ウ
球
菌
、
ウ
エ
ル

シ
ュ
菌
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
牛
や
豚
、
鶏
、
犬
、
猫
な
ど

の
腸
内
に
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
付

着
し
た
肉
な
ど
を
、
加
熱
不
十
分
の
ま

ま
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
食
中

毒
は
全
体
の
24
・
０
％
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
汚
染
さ
れ
た
二
枚
貝
な
ど
の
魚
貝

類
を
加
熱
不
十
分
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
食
中
毒
は
19
・
２
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
発
症
率

が
高
く
、
発
症
数
も
多
い
た
め
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
を
防
ぐ
対
策

　

多
く
の
食
中
毒
菌
が
あ
り
ま
す
が
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
食
中
毒
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
1
「
菌
を
つ
け
な
い
」

　

細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
は
手
か
ら
汚
染

が
拡
が
る
た
め
、
手
洗
い
の
徹
底
が

大
切
で
す
。
調
理
を
す
る
前
や
食
事

を
す
る
前
、
肉
や
魚
な
ど
の
食
品
に

触
れ
た
後
な
ど
は
石
鹸
で
洗
い
水
で

流
し
、
清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー

で
水
気
を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
爪

の
間
や
指
の
間
は
洗
い
残

し
が
多
い
た
め
、
特
に
念

入
り
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
2
「
菌
を
増
や
さ
な
い
」

　

一
般
的
に
細
菌
の
多
く
は
10
℃
以

下
で
増
殖
が
緩
や
か
に
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
15
℃
以
下
で
は
増
殖
が
停
止
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
材
・
料
理
等

は
室
温
で
保
存
せ
ず
、
で
き
る
だ
け

早
く
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
へ
保
存
し
ま

し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
に
食
品
を
詰
め
込

み
す
ぎ
る
と
、
冷
蔵
庫
内
の
冷
気
の

循
環
が
悪
く
な
り
、
保
存
に
適
し
た

温
度
に
な
り
ま
せ
ん
。
肉
や
魚
な
ど

は
、
汁
が
他
の
食
材
に
う
つ
ら
な
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
等
に
入
れ
て

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
食
材
・
料
理

は
期
限
内
に
消
費

し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
3
「
菌
を
や
っ
つ
け
る
」

　

食
品
は
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
熱

に
よ
っ
て
死
滅
し
ま
す
。
肉
や
魚
は

も
ち
ろ
ん
、
野
菜
な
ど
も
加
熱
し

た
方
が
安
全
と
い
え
ま
す
。

食
品
の
中
心
部
が
75
℃
以

上
に
な
っ
て
か
ら
１
分
以

上
の
加
熱
が
有
効
で
す
。

そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト

　

夏
場
の
お
弁
当
も
食

中
毒
の
原
因
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
調
理
し
て
か
ら

喫
食
ま
で
時
間
が
空
く
た
め
、
冷
蔵
庫

や
保
冷
剤
を
用
い
た
涼
し
い
環
境
で
保

管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
お
弁
当
に
詰
め

る
お
か
ず
や
ご
飯
は
蒸
気
が
収
ま
っ
て

か
ら
詰
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
に
も
、

水
分
が
細
菌
の
増
殖
を
促
す
た
め
水
分

を
し
っ
か
り
と
切
り
、
お
弁
当
の
仕
切

り
に
使
い
捨
て
の
紙
カ
ッ
プ
な
ど
を
用

い
る
の
も
効
果
的
で
す
。
サ
ラ
ダ
、
果

物
な
ど
水
分
が
出
る
も
の
は
別
の
容
器

に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

　

夏
場
は
高
温
多
湿
で
、
食
中
毒
の
原

因
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
過
ご
し
や

す
い
季
節
で
す
。
し
か
し
、
食
中
毒

は
「
つ
け
な
い
」
「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」

を
意
識
し
、
実
践

す
る
こ
と
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
、
お
い

し
い
夏
の
味
覚
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）
mail cent@vill.okuwa.lg.jpmail cent@vill.okuwa.lg.jp

保健だより保健だより

松尾 竜太 松尾 竜太 管理栄養士管理栄養士
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情報掲示板情報掲示板
問 
申  
木
曽
広
域
消
防
本
部 

℡
＊
＊
24
‐
３
１
１
９

　

消
防
法
に
基
づ
く
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

講
習
日
時

　

10
月
30
日
㈭
〜
31
日
㈮

　

両
日
と
も
９
時
受
付

会　

場

　

木
曽
町
日
義
４
８
９
８
‐
37

　

木
曽
文
化
公
園
第
２
会
議
室

受
講
料

　

４
２
０
０
円

定　

員

　

30
人
（
定
員
に
達
し
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
）

申
込
方
法

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
最
寄
り
の
消
防
署
又

は
分
署
へ
受
講
料
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問  

長
野
県
司
法
書
士
会 

℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

日　

時

　

８
月
30
日
㈯　

10
時
〜
21
時

電
話
番
号

　

 

０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１ 

（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
）

※ 

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
例

・ 

養
育
費
の
話
し
合
い
を
し
な

い
ま
ま
離
婚
し
た
け
ど
、
今

か
ら
支
払
っ
て
も
ら
え
る

の
？

・ 

今
ま
で
は
養
育
費
を
支
払
っ

て
く
れ
て
い
た
の
に
、
急
に

支
払
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

・ 

養
育
費
を
減
額
（
増
額
）
し

て
ほ
し
い
。 

な
ど

問  

木
曽
広
域
連
合
健
康
福
祉
課

℡
＊
＊
23
‐
１
０
５
０

　

木
曽
広
域
連
合
で
は
、
地
域

に
貢
献
す
る
看
護
師
を
養
成
す

る
た
め
、
信
州
木
曽
看
護
専
門

学
校
へ
の
地
域
特
定
推
薦
枠
を

設
け
て
い
ま
す
。
地
域
特
定
推

薦
で
の
入
学
を
希
望
す
る
人
は

申
請
資
格
等
を
確
認
の
上
、
木

曽
広
域
連
合
へ
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
資
格

　

高
等
学
校
を
令
和
８
年
３
月

卒
業
見
込
み
、
又
は
卒
業
後
５

年
以
内
（
令
和
３
年
３
月
以
降

に
卒
業
）
の
者
で
、
次
の
条
件

に
該
当
す
る
人

① 

現
住
所
が
木
曽
地
域
内
か
、

木
曽
地
域
内
の
高
等
学
校
に

在
籍
又
は
卒
業
し
た
人

② 

人
物
及
び
学
業
の
成
績
が
優

れ
て
お
り
、
看
護
に
関
す
る

学
習
意
欲
が
あ
る
こ
と
。

③ 

信
州
木
曽
看
護
専
門
学
校
を

第
一
志
望
と
し
、
合
格
し
た

場
合
に
は
必
ず
同
校
に
入
学

す
る
こ
と
。

問  

長
野
県
警
察
本
部 

地
域
部
山
岳
安
全
対
策
課 

℡
０
２
６
‐
２
３
３
‐
０
１
１
０

　

本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
山
岳
遭
難
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
昨
年
、
県
内
で

は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

１
１
６
件
の
遭
難
が
発
生
し
、

こ
の
う
ち
死
者
は
15
人
、
負
傷

者
は
53
人
と
な
り
ま
し
た
。
登

山
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注

意
し
て
夏
山
を
安
全
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

▼ 

体
力
や
技
術
に
あ
っ
た
山
を

選
ぶ
。

▼ 

事
前
に
日
程
、
コ
ー
ス
、
危

険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
参

加
者
全
員
で
話
し
合
っ
て
計

画
を
立
て
る
。

▼ 

入
山
前
は
「
登
山
計
画
書
」

を
必
ず
提
出
す
る
ほ
か
、
身

近
な
人
に
行
動
予
定
を
知
ら

せ
て
お
く
。

▼ 

必
ず
最
新
の
気
象
情
報
を
確

認
す
る
。

退　

職

　
 

野
知
里　

由
明 

 

（
総
務
課
付
）

④ 

信
州
木
曽
看
護
専
門
学
校
を

卒
業
し
、
看
護
師
資
格
を
取

得
し
た
後
に
は
木
曽
地
域
内

の
保
健
、
医
療
・
福
祉
機
関

に
お
い
て
就
業
す
る
意
思
が

あ
る
こ
と
。

⑤ 

高
等
学
校
に
お
け
る
学
業
の

評
定
の
平
均
値
が
、
高
等
学

校
長
宛
募
集
通
知
に
記
載
の

値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

受
付
期
限

　

８
月
29
日
㈮

　

詳
細
は
木
曽
広
域
連
合
Ｈ
Ｐ

を
確
認
す
る
か
木
曽
広
域
連
合

健
康
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
会

全
国
一
斉

子
ど
も
の
た
め
の

養
育
費
相
談
会

信
州
木
曽
看
護
専
門
学
校

地
域
特
定
推
薦

夏
山
遭
難
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

役
場
職
員
の
人
事
異
動

 

（
７
月
31
日
付
）

▲  木曽広域連合ＨＰ 
「 甲種防火管理新規講
習会の開催について」

▲  木曽広域連合
ＨＰ

●
申
込
先

〒
３
９
９
‐
６
１
０
１ 

　

木
曽
郡
木
曽
町
日
義 

 

４
８
９
８
‐
37

木
曽
広
域
連
合
健
康
福
祉
課

※ 

郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能

（
８
月
29
日
㈮
必
着
）
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の行事予定
1 月
2 火 健康教室（野尻地区館）

3 水 村内企業学習会（中学校）

4 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

5 金
6 土 推しレコ！（図書館）

7 日

8 月 こどものためのオペラ（中学校）
４年生社会科見学（長野市）

9 火 健康教室（野尻地区館）

10水 ゴールデンシューの日（阿寺渓谷）
おはなし会（保育園）

11木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

12金
13土
14日
15月
16火 健康教室（野尻地区館）

17水 お月見会（保育園）

18木 おはなし会（図書館）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

19金 なんでも相談（須原地区館）

20土

21日「みんなで守る！地域防災の集い」防災訓練（須原地区館）

22月
23火
24水
25木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

26金 桑華祭（中学校）

27土 桑華祭（中学校）

28日 図書館 de シネマ vol.34（図書館）

29月
30火 健康教室（野尻地区館）

99月

※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 3、10、17、24
英 会 話 ① 19：30 3、10、17、24
押 し 花 教 室 ② 10：00 19
レザークラフト ⑦ 9：30 2、16
陶 芸 教 室 ④ 10：00 26、27

コール・マルベリー
① 19：30 3、17
② 19：30 10、24

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 3、10、17、24
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 3、10、17、24
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 9、23
フラ教室〈昼〉 ③ 10：30 1、8、15
フラ教室〈夜〉 ③ 19：30 5、26
舞DANCE木曽＆
日本舞踊はなやぎ ⑤ 14：00 6、20

池坊いけばな教室 ③ 12：30 2、16
笑 い ヨ ガ ② 13：30 25
ヨガ・エクササイズ ③ 20：30 3、10、17、24
太極拳サークル  円 ③ 10：00 13、27
チョークアート ③ 13：00 3、17
簡単エアロ・ZUMBA ① 10：00 27

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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７
月
７
日
、
小
学
４
年
生
が
水
道
水
を
作
る
浄
水
場

な
ど
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
村
の
水
道
施
設

の
見
学
を
行
い
、
野
尻
浄
水
場
、
長
野
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
２
か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
浄
水
場
で
は
山
か
ら
集
め
た
水
を
様
々
な
方
法
で
水

道
水
に
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は

「
く
さ
い
！
」「
鼻
が
お
か
し
く
な

る
」
と
言
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の

出
し
た
雑
排
水
が
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
、
木
曽
川
に
戻
っ
て
い
く
の
か

を
学
び
ま
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

村の人口
1,456 世帯

（前月比－２世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 1 1 2
死　　　亡 2 1 3
転　　　入 1 1 2
転　　　出 1 1 2
総　人　口
（前月比）

1,546
（－１）

1,613
（±０）

3,159
（－１）

（８月１日現在・住民基本台帳登録人数）

９月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
7日㈰ 木曽みたけ診療所（木曽町三岳） 46-2266
14 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
15 日㈪ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
21 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
23 日㈫ 芦沢医院（上松町） 52-2018
28 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188

大桑村公式LINE
友だち追加はこちら

大桑村公式Ｘ
（旧 Twitter） デジタル回覧板

６月 26 日 中学校 フレンドリー講座

６月 30 日
阿寺渓谷安全祈願祭

６月 30 日
小学校 租税教室

７月４日 防災食・救命講習

７月 11日 中学校 阿寺渓谷清掃

７月 12 日 須佐男神社例大祭

６月・７月のできごと

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  https://w
w

w
.vill.okuw

a.lg.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
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印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報

お
お

く
わ
N
o.610

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
７
年
８
月
14
日
発
行




